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今日の紙面から

市の各種手続き、催し案内などは
土・日曜、祝日も 新潟市役所コールセンター

025-243-4894
にいがた　し　みんの  　し　や　 く　しょ

年中無休 8：00～21：00
FAX 025-244-4894　E メール 4894call@call.city.niigata.jp

新潟市ホームページ モバイル情報（携帯端末対応）
http://www.city.http://www.city.niigata.lg.jp/
niigata.lg.jp/mobile/
右の２次元コードからも
アクセスできます
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市の人口（９月末住民基本台帳人口。かっこ内は前月との比較）　人 口 804,561人（－80）　※世帯数 327,319（＋150）　男 387,356人（－63）　女 417,205人（－17）

発行日　毎週日曜日

● �けやき通りを官民で活用　健幸クリーン
アップ開催

●�骨髄バンクに登録を
●�いくとぴあ食花　11月の催し
●�がたふぇす　イベント案内

26
2014
平成 年
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電 話 番 号 案 内
市 急 患 診 療 セ ン タ ー …025-246-1199
口 腔 保 健 福 祉 セ ン タ ー …025-212-8020
西蒲原地区休日夜間急患センター …0256-72-5499
新 発 田 地 区 救 急 診 療 所 …0254-23-8350
水 道 局 …0120-411-002
 （または025-266-9311）
災 害 時 の 問 い 合 わ せ …025-226-5656

 市 役 所（〒951-8550） 025-228-1000
 北 区 役 所（〒950-3393） 025-387-1000
 北 出 張 所 025-387-1705
 東 区 役 所（〒950-8709） 025-272-1000
 石 山 出 張 所 025-250-2820
 中央区役所（〒951-8550） 025-223-1000
 東 出 張 所 025-241-4111
 南 出 張 所 025-283-0406

 江南区役所（〒950-0195） 025-383-1000
 横 越 出 張 所 025-385-2111

0250-25-5720
 秋葉区役所（〒956-8601） 0250-23-1000
 小須戸出張所
 南 区 役 所（〒950-1292） 025-373-1000
 味 方 出 張 所 025-372-6805
 月 潟 出 張 所 025-372-6905
 西 区 役 所（〒950-2097） 025-268-1000
 西 出 張 所 025-262-3111
 黒 埼 出 張 所 025-377-3101
 西蒲区役所（〒953-8666） 0256-73-1000
 岩 室 出 張 所 0256-82-4111
 西 川 出 張 所 0256-88-3111
 潟 東 出 張 所 0256-86-3111
 中之口出張所 025-375-2712

広 報 テ レ ビ

広 報 ラ ジ オ

おはよう！新潟市です

新潟シティ・インフォメーション

こんにちは新潟市です

クリック！秋葉区

NICE TOWNにいがた

西蒲ぽかぽか情報

広 報 テ レ ビ

広 報 ラ ジ オ

毎週土曜　7：55～

FM新潟

77.5MHz

毎週土曜　10：55～ 18：25～
毎週日曜（再放送）
8：55～ 18：55～

FM KENTO 76.5MHz

毎週土曜　9：04～

BSN（AM）

1116KHz

毎週月曜～金曜　10：00～
エフエム新津 76.1MHz
「篠田市長の青空トーク」
毎月第２・４金曜 10：07～10：15

毎週土曜　9：50～

FM Port

79.0MHz

毎週月曜～金曜　12：00～

FM角田山

84.9MHz

NST 新潟市政ニュース

きょう12日
毎週日曜　８:55～

UX 知ットク！ 新潟

きょう12日
毎週日曜　17:55～

TeNY いきいき新潟

10月18日（土）
毎週土曜　11:40～

10月12日　第2485号

平成27年度以降のまちづくり
「にいがた未来ビジョン」の策定へ

次期新潟市
総合計画

　本市は現在、市が目指すべき姿とその実現に向けた取り組みの方向性を示すまちづくりの基
本となる次期総合計画「にいがた未来ビジョン」の策定を進めています。これは今年度までの現
総合計画に続くもので、平成27年度から34年度までの８年間のまちづくり計画です。
①まちづくりの理念と目指す都市像を示す「基本構想」
②基本的な政策や施策などを示す「基本計画」
③基本計画で示した施策を実現するための「実施計画」
で構成されており、人口減少や少子・超高齢社会において「選択と集中」を図り、持続可能なま
ちづくりを進めることなどを盛り込んでいます。
　素案の策定にあたっては、ワークショップやアンケートなどを通じ、市民の皆さんから意見
をいただいたほか、市議会においても議論しました。
Í政策調整課（☎025-226-2066） 

　新潟市総合計画審議会（会長・髙橋姿新潟大学学長）は同ビジョンの基本構想と基本計画の素
案について審議結果を取りまとめ、10月６日に篠田昭市長へ答申しました。
　答申は、素案について市の総合計画にふさわしい内容と評価した上で、目指す都市像の実現
に向け、市民と行政が力を合わせることなどを要請しました。髙橋会長は「この答申は、諮問を
受けてから約３カ月にわたる慎重な審議を経て取りまとめた」と述べると、市長は「熱心な審議
に感謝している。答申をしっかりと受け止め、よい計画にしていきたい」と答えました。
　なお、答申の全文や同ビジョンの素案は、市ホームページに掲載するほか、政策調整課（市役
所本館４階）、市政情報室（同１階）で閲覧できます。

まちづくりの理念
　まちづくりの第２ステージを迎える本市は、
次の理念を掲げ、さらなる成長を目指します。

◆地域・田園・自然の力を活かし、健康で安
心に暮らせるまちづくり
◆日本海開港都市の拠点性を活かし、創造的
に発展を続けるまちづくり

目指す都市像
　まちづくりの理念に基づき、本市が実現を目
指す８年後の都市像

都市像Ⅰ
「市民と地域が学び高め合う、安心協働都市」

　地域力や地域の絆を育成・支援し、市民や
地域が主役となる都市

都市像Ⅱ
「田園と都市が織りなす、環境健康都市」

　田園や大地の持つ力・資源を最大限に引き
出し、有効活用する都市

都市像Ⅲ
「日本海拠点の活力を世界とつなぐ、創造交流都市」

　環日本海に位置する開港都市として、世界の
平和への貢献と国際交流を創造・実践する都市

　６月24日に諮問を受けた同審議会は、２回
の全体会のほか、審議を深めようと４つの部
会を設置。延べ20回の審議を行いました。
　同審議会は、区自治協議会やコミュニティ
協議会、学識者、公募市民ら45人で構成して
います。
　答申では「人口減少、少子・高齢化の進行
という環境の中での安心・安全な暮らしの実
現や、本市の役割など目指すべき方向を的確
に捉えているか」などの視点で審議した結果、
市の総合計画にふさわしい内容と評価した上
で、目指す都市像の実現へ向け、市民と行政
が力を合わせ、市民生活の向上に努めること
などを要請しています。

市民と行政の力で市民生活の向上を ３つの都市像実現へ

総合計画審議会が市長へ答申

　本市は、基本構想のまちづくりの理念であ
る「地域・田園・自然の力を活かし、健康で
安心に暮らせるまちづくり」と「日本海開港都
市の拠点性を活かし、創造的に発展を続ける
まちづくり」を基に、３つの都市像「市民と地
域が学び高め合う、安心協働都市」「田園と都
市が織りなす、環境健康都市」「日本海拠点の
活力を世界とつなぐ、創造交流都市」の実現
を目指します。
　今後は、同審議会から答申された意見を踏
まえ、同ビジョンを取りまとめた後、市議会
の議決を経て、来年４月からの実施を目指し
ます。


